
第９号様式　その１ （表）

１　事業者の氏名等

２　報告する事業所等の全体の状況（2023年度の状況）

３　報告する全事業所における合計二酸化炭素排出量の状況

４　評価の対象とする事業所等の範囲

５　評価対象事業所等における直近５か年度の状況

６　再生可能エネルギーの利用事業所数及び割合

７　評価結果

（日本産業規格A列4番）

ランク

平均合計二酸化炭素
排 出 量 削 減 率

2.79 %

57.12582

7,786.00 8,340.00

162,127.90 165,494.88

48.02381 50.39430

2022年度 2023年度

5,852.00

152,250.62

38.43662

t

㎡

kg-CO2/㎡

6,555.00

105,283.68

62.26036

6,244.00

109,302.58合 計 延 床 面 積

合 計 原 単 位

合計二酸化炭素排出
量

17.77 %

平均合計原単位改善
率

11.35 %

再 生可 能エ ネルギー
利 用 事 業 所 数

8 事業所

■

地 球 温 暖 化 対 策 の
取 組 に 係 る 評 価 SS

評 価 対 象 事 業 所 等

2019年度 2020年度 2021年度

再 生可 能エ ネルギー
利 用 事 業 所 率

8,076 ｔ

義務提出事業所等 全事業所□

取締役社長　井上　和幸

合計二酸化炭素排出
量

3,955 kl
原油換算エネルギー
使 用 量 の 合 計15

条例第8条の23第1項
報 告 事 業 所 数

事業所

事 業 者 の 氏 名
(法人にあっては名称
及 び 代 表 者 の 氏 名 )

事業所 258 kl
原油換算エネルギー
使 用 量 の 合 計

条例第8条の23第2項
報 告 事 業 所 数

30

地球温暖化対策報告書（その１）

清水建設株式会社

事 業 者 番 号 A 1 7 6 3



（裏）

８　実績年度の目標達成の状況

９　提出年度の地球温暖化対策の目標

１０　地球温暖化対策のレベル

１１　事業者としての取組

１２　特記事項

（日本産業規格A列4番）

%

%

有 ■ 無

合 計 二 酸 化 炭 素 排 出 量 削 減 率

合 計 原 単 位 改 善 率

再生可能エネルギー導入事業所率

そ の 他

実 績 年 度 の
目 標 達 成 の 状 況

□ 目標達成した。

特記事項に内容を記載

%

目 標 の 有 無 □

対象事業所は作成要領に基づき、毎年見直しを行っているが当社は不動産開発事業を営んでいるため対象事業
所には賃貸用不動産が含まれる。2023年度報告では昨年度大規模事業所だった「京橋本社ビル」を使用量減に
より報告対象としているが都条例報告対象には該当しないが水力発電由来のアクアプレミアムプランを継続的に導
入している。また新規事業所として「NOVARE」を算入対象としているが５つの施設を1つの街区と考え施設間でエ
ネルギーの最適化に挑戦している。

A114 温暖化対策優良事例の情報収集

対策番号 対策名

A104 取組状況の点検体制の構築

組織体制の
整備の状況

重点対策 その他対策

対策番号 対策名

A108 組織横断的な推進体制の整備

取組方針

2023年度は本社ビル（大規模事業所）の熱、ガス、A重油由来の年間CO2排出量
706t-co2をオフセットし、2021年から導入している水力発電由来の電気及外壁面
に設置した太陽光発電パネルで創出した再エネ電力の自家消費と合わせて、本
社ビルの全ての使用エネルギーについてCO2排出実質ゼロを実現。グループ環
境ビジョン「SHIMZ Beyond Zero 2050」において、2050年までに作業所・自社施設
から排出するCO2を実質ゼロにする目標を掲げている。今後も自社施設への再生
可能エネルギー等の導入を順次進め、「SHIMZ Beyond Zero 2050」で掲げた脱炭
素社会の実現に寄与していく。

重 点 対 策 の レ ベ ル 2



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

■
再生可能エネルギー電
気の受入

□

10.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 15,112.0

4.0

6.0

kWh

m3

2,033.0

0.4000

0.4890

15,112.0 0.2660

41,291.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

1,579.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 3,229,061.0 9.97 32,193.7 0.4890

0.0

16.6 0.0185 1.1

□ 0.0

9,080.8 0.0136 452.8

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

201,795.0 45.00

□ L 453.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

70.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 2,032

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

10

総　計（④=②+③） 2,042

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 1,065

0 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

江東区

越中島3丁目4番17号

4

1年未満

5

□■ 1年度分28,679.00 m2

2

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 3 －

1 7 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 技術研究所

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル所有者の対策や要請に協力

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A204

A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 508.0

0.1

0.2

kWh

m3

100.2

0.4000

0.4890

508.0 0.2660

2,033.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

98.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 201,575.0 9.97 2,009.7 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ L 600.0 39.10 23.5 0.0189 1.6

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（A重油）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

17.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 100

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 100

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 52

0 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
□

■

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

江東区

木場二丁目15番3号

4

1年未満

5

□■ 1年度分5,555.95 m2

3

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 3 －

1 7 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 東京木工場

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

A208 組織横断的な推進体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 158.0

0.0

0.1

kWh

m3

20.4

0.4000

0.4890

158.0 0.2660

415.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

20.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 41,624.0 9.97 415.0 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

45.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 20

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 20

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 10

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ □

中央区

日本橋室町一丁目2番20

2

1年未満

3

□■ 1年度分439.00 m2

6

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 日本橋五所ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 388.4

0.1

0.2

kWh

m3

49.3

0.4000

0.4890

388.4 0.2660

1,005.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

49.3

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 100,822.0 9.97 1,005.2 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

74.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 49

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 49

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 25

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ □

立川市

曙町二丁目7番16号

1

1年未満

0

□■ 1年度分657.00 m2

8

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 9 －

1 7 0 06

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 鈴春ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

■
再生可能エネルギー電
気の受入

□

4.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 7,254.0

1.9

2.9

kWh

m3

697.7

0.4000

0.4890

7,254.0 0.2660

14,225.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

697.7

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,426,831.0 9.97 14,225.5 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

78.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 697

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 701

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 367

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

千代田区

飯田橋3-20-22

7

1年未満

2

□■ 1年度分8,917.00 m2

5

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 16

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 飯田橋アイマークビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

5.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 8,161.0

2.2

3.3

kWh

m3

967.1

0.4000

0.4890

8,161.0 0.2660

19,404.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

741.3

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 451,300.0 9.28 4,188.1 0.4890 220.7
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,516,010.0 9.97 15,114.6 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

102.0 0.0136 5.1

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

2,267.8 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

95.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 967

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

5

総　計（④=②+③） 972

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 500

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

■ □

□ □

世田谷区

砧2-3103-1他

7

1年未満

7

□■ 1年度分10,128.00 m2

8

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 5 －

1 7 0 16

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ガーデニエール砧（商業棟）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

34.8

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

709.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

34.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 71,193.0 9.97 709.8 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

37.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 34

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 34

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 18

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

千代田区

内幸町二丁目2番2号

1

1年未満

0

□■ 1年度分905.28 m2

3

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 26

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 富国生命ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

■
再生可能エネルギー電
気の受入

□

4.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 7,023.0

1.9

2.8

kWh

m3

858.9

0.4000

0.4890

7,023.0 0.2660

17,501.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

830.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,697,494.0 9.97 16,924.0 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ L 35.0 39.10 1.4 0.0189 0.1

576.2 0.0136 28.7

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

12,803.3 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（A重油）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

94.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 858

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 862

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 451

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

港区

新橋2丁目6－2

0

1年未満

5

□■ 1年度分9,097.00 m2

6

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 26

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 新橋アイマーク

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

使用量の推計に必要な情報の提供

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A204

A402

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

8.2

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

167.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

8.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 16,762.0 9.97 167.1 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

38.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 8

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 8

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 4

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

京橋二丁目13番11号

3

1年未満

4

□■ 1年度分208.04 m2

7

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 26

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 宝町三清ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 177.0

0.0

0.1

kWh

m3

32.2

0.4000

0.4890

177.0 0.2660

656.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

32.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 65,817.0 9.97 656.2 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

70.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 32

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 32

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

新規建総本分3F部分を合算

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 16

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

京橋二丁目17番3号

3

1年未満

4

□■ 1年度分455.44 m2

9

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 26

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ヨシザワビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 15.0

0.0

0.0

kWh

m3

0.8

0.4000

0.4890

15.0 0.2660

17.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,710.0 9.97 17.0 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

0.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 0

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 0

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 0

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

新富二丁目2番11号

4

1年未満

4

□■ 1年度分71.10 m2

0

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 36

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 須永ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

31.9

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

650.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

31.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 65,275.0 9.97 650.8 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

23.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 31

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 31

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 16

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ □

中央区

日本橋室町一丁目6-2

2

1年未満

3

□■ 1年度分1,295.32 m2

7

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 36

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 １６２ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 185.0

0.0

0.1

kWh

m3

7.9

0.4000

0.4890

185.0 0.2660

160.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

7.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 16,067.0 9.97 160.2 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

93.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 7

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 7

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 4

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

京橋一丁目19-2

3

1年未満

4

□■ 1年度分74.97 m2

0

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 46

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 鹿島ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 501.0

0.1

0.2

kWh

m3

25.6

0.4000

0.4890

501.0 0.2660

521.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

25.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 52,321.0 9.97 521.6 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

26.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 25

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 25

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 13

0 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

江東区

木場二丁目15番3号

4

1年未満

5

□■ 1年度分940.53 m2

2

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 3 －

1 7 0 46

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ものづくり研修センター

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

A208 組織横断的な推進体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

■
再生可能エネルギー電
気の受入

□

1.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 ■

合　計

公共下水道 ■ m3 2,703.0

0.7

1.1

kWh

m3

308.4

0.4000

0.4890

2,703.0 0.2660

6,288.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

308.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0

0.0

電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） ■ kWh 630,622.5 9.97 6,287.3 0.4890

330.4 1.36 0.4 0.0600

0.0 0.0185 0.0

■ MJ 739.6 1.36 1.0 0.0600 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

■ MJ

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（冷水）

その他（温水）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

38.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 308

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 309

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

共同所有　持ち分比率が50％

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 162

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
■

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ □

台東区

台東１－３０－７

1

1年未満

0

□■ 1年度分8,007.00 m2

1

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 1 －

1 7 0 46

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 秋葉原アイマークビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

119.6

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

2,437.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

119.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 244,528.0 9.97 2,437.9 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

41.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 119

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 119

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 62

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

京橋二丁目17番5号

3

1年未満

4

□■ 1年度分2,886.00 m2

5

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 46

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 兼松ビル別館

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 426.0

0.1

0.2

kWh

m3

30.2

0.4000

0.4890

426.0 0.2660

616.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

30.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 61,835.0 9.97 616.5 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

28.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 30

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 30

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 15

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ □

中央区

日本橋1-2-8

2

1年未満

3

□■ 1年度分1,051.00 m2

7

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 46

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ニホンバシビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

■
再生可能エネルギー電
気の受入

□

1.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,192.0

0.6

0.9

kWh

m3

521.5

0.4000

0.4890

2,192.0 0.2660

10,632.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

521.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,066,478.0 9.97 10,632.8 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

99.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 521

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 522

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 274

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

銀座4-7-1

6

1年未満

4

□■ 1年度分5,251.00 m2

8

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 46

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 銀座清水ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

0.1

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

1.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 148.0 9.97 1.5 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

0.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 0

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 0

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 0

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

港区

芝浦四丁目１５－３３

2

1年未満

8

□■ 1年度分381.00 m2

1

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 56

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 芝浦清水ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

8.9

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

182.2

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

8.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 18,275.0 9.97 182.2 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

22.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 8

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 8

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 4

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

三鷹市

下連雀3丁目35番１

1

1年未満

1

□■ 1年度分351.10 m2

2

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 8 －

1 7 0 56

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 三鷹サテライトオフィス（ネオ・シティ三鷹）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル所有者の対策や要請に協力

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A204

A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

6.2

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

125.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

6.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 12,620.0 9.97 125.8 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

25.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 6

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 6

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 3

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

世田谷区

玉川二丁目16番６，７

9

1年未満

8

□■ 1年度分237.20 m2

3

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 5 －

1 7 0 56

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 二子玉川サテライトオフィス（暁ビル二子玉川）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル所有者の対策や要請に協力

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A204

A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

7.5

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

152.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

7.5

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 15,296.0 9.97 152.5 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

58.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 7

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 7

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 3

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

足立区

千住一丁目30番３

3

1年未満

0

□■ 1年度分119.30 m2

4

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 2 －

1 7 0 56

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 北千住サテライトオフィス（カノン千住）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル所有者の対策や要請に協力

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A204

A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 47.0

0.0

0.0

kWh

m3

10.8

0.4000

0.4890

47.0 0.2660

221.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

10.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 22,173.0 9.97 221.1 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

97.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 10

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 10

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 5

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

北区

赤羽一丁目7番1号

5

1年未満

5

□■ 1年度分102.60 m2

5

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 1 －

1 7 0 56

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 赤羽サテライトオフィス（赤羽パルロード３）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル所有者の対策や要請に協力

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A204

A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

16.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 23,988.0

6.4

9.6

kWh

m3

474.2

0.4000

0.4890

23,933.0 0.2660

9,363.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

258.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 441,363.0 9.28 4,095.8 0.4890 215.8
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 528,377.0 9.97 5,267.9 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ MJ 0.0 1.36 0.0 0.0600 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（産業用以外の蒸気）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

51.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 474

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

15

総　計（④=②+③） 489

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 241

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

港区

芝浦一丁目2番地1他

2

1年未満

5

□■ 1年度分9,211.00 m2

6

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 56

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 シーバンス（全体共用）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

2.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 ■

合　計

公共下水道 ■ m3 4,014.5

1.1

1.6

kWh

m3

208.6

0.4000

0.4890

4,002.5 0.2660

4,119.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

113.3

夜間（22時～翌日8時） ■ kWh 194,475.0 9.28 1,804.7 0.4890 95.1

0.1

電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） ■ kWh 231,720.0 9.97 2,310.2 0.4890

2,122.0 1.36 2.9 0.0600

0.0 0.0185 0.0

■ MJ 1,357.9 1.36 1.8 0.0600 0.1

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

■ MJ

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（冷水）

その他（産業用以外の蒸気）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

212.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 208

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 210

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

共同所有　持ち分比率が50％

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 106

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
□

□

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ ■

□ □

港区

芝浦一丁目2番地1他

2

1年未満

5

□■ 1年度分980.25 m2

7

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 56

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 シーバンス（ア・モール）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

■
再生可能エネルギー電
気の受入

□

3.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 4,448.0

1.2

1.8

kWh

m3

269.3

0.4000

0.4890

4,448.0 0.2660

5,490.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

269.3

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 550,747.0 9.97 5,490.9 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

52.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 269

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 271

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 141

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

千代田区

飯田橋3-11-13

7

1年未満

2

□■ 1年度分5,077.00 m2

8

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 56

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 飯田橋iMark Annex

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 680.0

0.2

0.3

kWh

m3

120.9

0.4000

0.4890

713.0 0.2660

2,465.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

120.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 247,251.0 9.97 2,465.1 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

15.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 120

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 120

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 63

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

世田谷区

砧2－3103－1他

7

1年未満

7

□■ 1年度分7,788.00 m2

1

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 5 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ガーデニエール砧（住宅）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 989.0

0.3

0.4

kWh

m3

100.6

0.4000

0.4890

989.0 0.2660

2,051.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

100.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 205,749.0 9.97 2,051.3 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

9.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 100

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 100

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 52

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

■ □

□ □

世田谷区

砧2－3103－1他

7

1年未満

7

□■ 1年度分10,468.00 m2

2

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 5 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ガーデニエール砧West

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 63.0

0.0

0.0

kWh

m3

24.0

0.4000

0.4890

63.0 0.2660

488.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

24.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 48,979.0 9.97 488.3 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

36.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 23

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 23

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 12

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

調布市

調布ヶ丘3－35－1

2

1年未満

2

□■ 1年度分626.00 m2

3

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 8 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 調布桐朋学園学生寮

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 315.0

0.1

0.1

kWh

m3

10.9

0.4000

0.4890

315.0 0.2660

222.9

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

10.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 22,356.0 9.97 222.9 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

5.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 10

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 10

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 5

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中野区

江古田四丁目１６６０番地

2

1年未満

5

□■ 1年度分1,878.30 m2

4

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 6 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 アミスター沼袋建物

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104 空調フィルターの清掃・点検

D105 換気フィルターの清掃・点検 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

1.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,624.0

0.7

1.0

kWh

m3

50.5

0.4000

0.4890

2,624.0 0.2660

1,025.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

34.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 71,444.0 9.97 712.3 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

313.0 0.0136 15.6

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

6,955.1 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

26.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 50

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 51

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 26

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

世田谷区

上野毛四丁目３２１番地，３２２番地

9

1年未満

8

□■ 1年度分1,899.40 m2

5

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 5 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 アミティエ上野毛建物

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104 空調フィルターの清掃・点検

D105 換気フィルターの清掃・点検 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 591.0

0.2

0.2

kWh

m3

14.8

0.4000

0.4890

591.0 0.2660

301.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

14.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 29,805.0 9.97 297.2 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

4.3 0.0136 0.2

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

95.7 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

13.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 14

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 14

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 7

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

入船一丁目１番地５，１番地６

4

1年未満

4

□■ 1年度分1,047.20 m2

6

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 アミティエ入船建物

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104 空調フィルターの清掃・点検

D105 換気フィルターの清掃・点検 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 1,282.0

0.3

0.5

kWh

m3

10.1

0.4000

0.4890

1,282.0 0.2660

205.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

10.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 20,591.0 9.97 205.3 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

9.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 10

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 10

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 5

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

板橋区

常盤台二丁目１９番地５

7

1年未満

4

□■ 1年度分1,102.70 m2

7

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 アミティエ常盤台建物

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104 空調フィルターの清掃・点検

D105 換気フィルターの清掃・点検 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

0.4

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

7.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 773.0 9.97 7.7 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

0.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 0

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 0

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 0

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

品川区

東五反田4丁目8番10

2

1年未満

1

□■ 1年度分24.60 m2

8

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 4 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 アネシス高輪

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104 空調フィルターの清掃・点検

D105 換気フィルターの清掃・点検 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

15.7

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

321.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

15.7

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 32,199.0 9.97 321.0 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

93.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 15

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 15

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 8

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

京橋2-17-4

3

1年未満

1

□■ 1年度分160.90 m2

9

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 4 －

1 7 0 66

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 京橋清水ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 626.0

0.2

0.3

kWh

m3

8.2

0.4000

0.4890

626.0 0.2660

167.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

8.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 16,761.0 9.97 167.1 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

9.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 8

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 8

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 4

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

江東区

千石一丁目13-24

1

1年未満

5

□■ 1年度分861.70 m2

0

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 3 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 アミスター千石建物

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104 空調フィルターの清掃・点検

D105 換気フィルターの清掃・点検 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 745.0

0.2

0.3

kWh

m3

14.6

0.4000

0.4890

745.0 0.2660

298.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

14.6

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 29,936.0 9.97 298.5 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

20.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 14

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 14

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 7

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

大田区

北馬込一丁目48番地22

2

1年未満

3

□■ 1年度分667.70 m2

1

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 4 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 アミティエ馬込

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104 空調フィルターの清掃・点検

D105 換気フィルターの清掃・点検 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 546.0

0.1

0.2

kWh

m3

87.7

0.4000

0.4890

546.0 0.2660

1,788.3

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

87.7

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 179,365.0 9.97 1,788.3 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

90.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 87

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 87

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 46

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
□

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

文京区

白山4丁目18-9

0

1年未満

2

□■ 1年度分956.60 m2

2

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 1 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 白山寮

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104 空調フィルターの清掃・点検

D105 換気フィルターの清掃・点検 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

■
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 346.0

0.1

0.1

kWh

m3

42.8

0.4000

0.4890

346.0 0.2660

872.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

42.8

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 87,520.0 9.97 872.6 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

56.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 42

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 42

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 22

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

千代田区

内神田3-2-9

4

1年未満

1

□■ 1年度分750.00 m2

3

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 神田SPビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握

ビル全体の推進体制の整備

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A404 テナントへの温暖化対策協力依頼 A402

A405

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

使用量の推計に必要な情報の提供



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

1.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 2,242.0

0.6

0.9

kWh

m3

23.9

0.4000

0.4890

2,242.0 0.2660

488.1

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

23.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 48,958.0 9.97 488.1 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

220.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 23

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 24

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 12

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

新宿区

新宿3丁目17番２１号

2

1年未満

0

□■ 1年度分104.40 m2

4

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 6 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 新三ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 38.0

0.0

0.0

kWh

m3

4.4

0.4000

0.4890

38.0 0.2660

90.7

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

4.4

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 9,096.0 9.97 90.7 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

37.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 4

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 4

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 2

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

江東区

豊洲4丁目2番2号

6

1年未満

5

□■ 1年度分107.50 m2

5

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 3 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 豊南堂ビル（一般社団法人清水建設江東ブルーシャークス）

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

1.2

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

24.6

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

1.2

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 2,469.0 9.97 24.6 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

13.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 1

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 1

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 0

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

八丁堀3-4-12

4

1年未満

4

■□ 1年度分74.40 m2

6

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 京丸ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 0.0

0.0

0.0

kWh

m3

10.9

0.4000

0.4890

0.0 0.2660

221.8

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

10.9

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 22,246.0 9.97 221.8 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

88.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 10

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 10

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 5

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

京橋1-5-8

3

1年未満

4

■□ 1年度分112.88 m2

7

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 三栄ビル

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

■
再生可能エネルギー電
気の受入

□

6.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 10,404.0

2.1

4.2

kWh

m3

711.2

0.4000

0.4890

8,063.0 0.2660

14,460.4

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

590.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 1,206,809.0 9.97 12,031.9 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

2,428.5 0.0136 121.1

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

53,966.4 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

31.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 711

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

6

総　計（④=②+③） 717

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 373

0 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

江東区

潮見2-8-20

5

1年未満

5

■□ 1年度分22,318.59 m2

8

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 ■ □

事業所等の延床面積

〒 1 3 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 NOVARE

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D104

D105 換気フィルターの清掃・点検

空調フィルターの清掃・点検

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D106 ボイラ等の定期点検の実施

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A205 取組内容や点検体制の定期的改善 A204

A208 組織横断的な推進体制の整備

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

取組状況の点検体制の構築



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2023年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

証書による環境価値
の利用

再 生可 能エ ネルギー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□
再生可能エネルギー電
気の受入

□

0.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3 153.0

0.0

0.1

kWh

m3

14.1

0.4000

0.4890

153.0 0.2660

286.5

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 0.0 9.76 0.0 0.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

14.1

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0 0.4890 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 28,740.0 9.97 286.5 0.4890

0.0

0.0 0.0185 0.0

□ 0.0

0.0 0.0136 0.0

□ kg 0.0 50.80 0.0 0.0161 0.0

0.0 45.00

□ L 0.0 36.70

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（灯油）

その他（）

その他（）

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

二 酸 化 炭
素

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

62.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

加盟店 ■□

二 酸 化 炭
素

排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 14

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水
に伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 14

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 7

0 0 連鎖化事業区分 非該当直営店 □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に おけ る 細 分 類 番 号

0 6

報告範囲の主たる用途
■

□

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

中央区

京橋1-16-10

3

1年未満

4

■□ 1年度分223.67 m2

9

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0

所 有 形 態 □ ■

事業所等の延床面積

〒 1 0 －

1 7 0 76

事 業 所 等 の 所 在 地

3

0.00.0 9.76 0.0 0.4890

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 VPO京橋7階

事 業 所 番 号 A



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無

設備導入対策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E101 高効率照明ランプの採用（屋内）

設備保守対策

D105 換気フィルターの清掃・点検 D104 空調フィルターの清掃・点検

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C105 昼休み時の消灯の実施 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B103 時間的に詳細に把握 B101

B107 主要設備の使用状況の把握

組 織 体 制 の 整 備

A502 ビルで設置する推進体制への協力 A501

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

ビル所有者の対策や要請に協力
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